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請 願 者 荒木　クミ子

件 　 名 「軽井沢町手話言語条例」の制定を求める請願

要 　 旨 ①手話を言語と認め、聴覚障がい者（児）が地域社会において、その障がいの特性に応
じたコミュニケーション手段の選択と利用しやすい環境を整えること
②手話などコミュニケーション手段に関する周知・啓発活動を行うこと（聴覚障がい者
が歩んできた歴史や手話について理解を深めるため、世代別の周知パンフレット・
　啓発ポスター作成等）
③住民は、町が進める手話等コミュニケーション手段の周知・啓発活動に協力すること
④事業者が手話等のコミュニケーション手段に理解を深め、聴覚障がい者（児）がその
障がいの特性に応じたコミュニケーション手段を利用できるよう、事業者に合理的配
慮への協力を求めること
⑤聴覚障がい者や手話通訳者等と協力し、住民が手話に親しみ学ぶ機会を提供すること
⑥聴覚障がい者（児）が町の情報を速やかに得ることができるよう手話等を用いた情報
を配信すること
⑦役場庁舎をはじめ、病院や公共施設にタブレット端末を設置し、音声同時翻訳ソフト・
音声読み上げソフト等の ITコミュニケーションツールを導入すること
⑧子どもたちが幼少期から「インクルーシブ社会」について学べるよう、園児・児童・
生徒を対象に手話教室等を行うこと

手話言語条例の
制定を求める請願

全会一致で採択！

●日本は長い間、聴覚障がい者に口話でろう教育を続け、
手話を言語として認めないという歴史があった

●外見上、聴覚障がい者は健常者に見えるので、災害時
や緊急時に取り残される。東日本大震災においては、
死亡率は健常者の２倍であった。災害時の情報保障が
一番の課題

●観光地であり移住者が多い軽井沢町ならではの特徴が
あるので、地域独自の条例が必要

●県条例はあるが、町が地域に
即した条例を制定すべきであ
る。実際に窓口となるのは自
治体であり、該当者が明るく
生活できるよう意見を聞き、
地域の実情や担当部署と協議
しながら条例を作ることが大
事である。

請願者からの聞き取りでは 委員会審議での意見の一部

～こんにちは～ ～ありがとう～

「こんにちは」と「ありがとう」の
解説つき動画

２つの手話（手の動き）の意味を解説しています。
この機会に是非ご覧ください。

請願はこうなりました

請
　
願
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～新庁舎・複合施設建設に向けて～～新庁舎・複合施設建設に向けて～
ワークショップのようすワークショップのようす

検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1時間以内となって
います。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問者席には飛沫防止のアクリル板を設置してい
るのでマスクの着用は任意です。

町への提言 !

一般
質問

1 日目 2日目

横須賀 桃子� （5ページ）

●地域資源が活きるアドベンチャーツーリズムの
推進を

川島 さゆり� （6ページ）

●組合設置の相談体制や説明会などの周知は
●子宮頸がんワクチンの積極的勧奨の再開は

利根川 泰三� （7ページ）

●デマンド交通の実証実験が行われたが
●循環バスの利便性向上は
●高齢者や車いすの人のための駐車場は

眞島 聡子� （8ページ）

●すべての子ども達へＣＡＰワークショップの受
講を
●ヤングケアラーへの取り組みは

寺田 和佳子� （9ページ）

●部活の地域移行には保護者の費用負担が生じる
と思うが

赤井 信夫� （10ページ）

●オーガニックビレッジ宣言を表明すべきでは
●学校給食のパン用小麦や米の質は
●請願採択された有機給食の実現に向けては

福本 　修� （11ページ）

●交通弱者切り捨てはいけない
　困っている方の現状認識は

中澤 睦夫� （12ページ）

●在宅希望や高齢者施設の設置地域などを聞く考
えは

●町内へ野菜を供給する農家育成の体制は

 一般質問  一般質問

一
般
質
問
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へ
の
掲
載
も
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

観
光
経
済
課
長　
周
知
方

法
を
研
究
し
、
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

事
と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

問　
当
町
を
知
ら
な
い
外

国
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活

用
や
、
海
外
の
旅
行
雑
誌

問　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
名
前

に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、

外
部
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

地
域
資
源
を
活
か
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
が
。

観
光
経
済
課
長　
そ
の
よ

う
な
考
え
か
ら
、
観
光
学

部
の
大
学
教
授
を
は
じ
め
、

東
信
森
林
管
理
署
の
職
員

等
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
再

来
に
備
え
、
外
国
人
視
点

も
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
。

観
光
経
済
課
長　
そ
の
よ

う
な
視
点
も
必
要
に
思
う
。

問　
こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

鍵
と
な
る
の
が
ガ
イ
ド
の

存
在
で
あ
る
。
町
で
人
材

育
成
を
実
施
で
き
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
町
観
光

協
会
に
ガ
イ
ド
の
育
成
事

業
を
委
託
し
て
い
る
。

問　
ガ
イ
ド
不
足
の
解
決

策
と
し
て
、
人
材
派
遣
型

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
す
る
考
え
は
。

観
光
経
済
課
長　
人
材
派

遣
型
を
活
用
す
る
発
想
は

全
く
な
か
っ
た
が
、
ま
ず

は
町
を
熟
知
す
る
方
に
仕

　
近
年
、
旅
行
者
が
地
域

独
特
の
自
然
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
文
化
体
験
か
ら

自
己
変
革
で
き
る
、
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
の
特
徴
は
、
平

均
滞
在
が
２
週
間
と
長
く
、

旅
行
者
１
人
の
平
均
消
費

額
が
30
万
円
と
高
額
な
こ

と
で
、
国
内
外
の
観
光
客

の
消
費
額
増
加
に
繋
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
人
々
の
価
値
観
は
変
化

し
、
旅
行
ス
タ
イ
ル
も
少

人
数
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
な
ど
が
人
気
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
当
町
こ
そ
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
目
的
地
と
し
て
相
応

し
い
が
、
町
の
考
え
は
。

観
光
経
済
課
長　
地
域
資

源
の
保
全
と
観
光
振
興
を

融
合
さ
せ
る
面
は
同
じ
だ

が
、
町
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
官
民
一
体
で
確

立
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

一口
メモ

軽井沢らしさが活きる観光まちづくり

地域資源が活きる
アドベンチャーツーリズムの推進を
観光経済課長観光経済課長

まずは、エコツーリズムを官民一体で確立させたい
横須賀 桃子

アドベンチャーツーリズムとは…自然・アクティビティ・文化体験といった３要
素のうち、２つ以上で構成されている旅行のことです。
インフルエンサーとは…社会的影響力のある人です。

一
般
質
問
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盟
。
県
内
で
も
上
田
支
部

が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

運
営
し
て
い
る
。
全
国
で

は
農
業
、
福
祉
等
多
岐
に

わ
た
っ
て
事
業
を
起
こ
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
進

地
を
参
考
に
、
当
町
の
実

情
に
あ
っ
た
労
働
者
協
同

組
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て

関
係
各
課
と
と
も
に
今
後

研
究
し
て
参
り
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
の

ン
の
積
極
的
勧
奨
の

再
開
は

再
開
は

問　
機
会
を
逃
し
た
方
に

対
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
は
。

保
健
福
祉
課
長　
S
N
S

を
活
用
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
時
限
的
に
公
費

接
種
で
き
る
こ
と
を
周
知
。

接
種
対
象
者
に
は
、
予
診

票
を
含
む
案
内
通
知
を
送

付
し
た
。
6
月
広
報
で
も

周
知
す
る
。

観
光
経
済
課
長　
県
民
向

け
セ
ミ
ナ
ー
や
説
明
会
、

町
へ
の
説
明
会
を
関
係
団

体
は
じ
め
町
民
に
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で

広
く
周
知
し
て
い
く
。
協

同
労
働
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

商
工
会
と
も
相
談
体
制
の

確
立
や
説
明
会
開
催
を
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
県
の
支
援
策
で
、
多

様
な
働
き
方
普
及
促
進
事

業
が
あ
る
が
。

観
光
経
済
課
長　
県
で
は
、

10
月
前
に
県
民
向
け
セ
ミ

ナ
ー
や
市
町
村
へ
の
説
明

会
を
開
催
す
る
予
定
。
立

ち
上
げ
時
の
専
門
的
支
援

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
。

問　
法
律
施
行
に
先
駆
け

て
法
人
格
を
取
得
し
て
い

る
民
間
団
体
が
あ
る
が
、

先
進
自
治
体
の
研
究
は
。

観
光
経
済
課
長　
厚
労
省

に
よ
る
と
日
本
労
働
協
同

組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

が
既
に
設
立
さ
れ
て
お

り
、
全
国
で
31
団
体
が
加

事
と
地
域
作
り
を
目
指
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

3
人
（
外
部
監
査
1
人
）

か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

問　
協
同
労
働
組
合
設
置

ま
で
の
相
談
体
制
や
説
明

会
な
ど
の
周
知
は
。

　
昨
年
12
月
に
労
働
者
協

同
組
合
法
が
成
立
。
本
年

10
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

労
働
者
協
同
組
合
と
は
、

働
く
人
が
出
資
し
、
自
ら

経
営
に
参
加
し
て
、
生
活

や
地
域
の
課
題
に
応
え
る

仕
事
を
起
こ
し
、
よ
い
仕

一 般 質 問

一口
メモ

自分たちでつくる理想の働き方がスタート

組合設置の相談体制や
説明会などの周知は

観光経済課長観光経済課長
県民向けセミナーや説明会を町ホームページ・広報紙
等で広く周知していく 川島 さゆり

子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種とは…国はワクチン接種の積極的勧奨
を中止していましたが、昨年 11 月、最新知見から接種を再開しました。中断中
に機会を逃した 17 歳〜 25 歳に公費接種をしています。

一口
メモ

一
般
質
問
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整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　
雲
場
池
周
辺
に
駐
車

場
が
な
い
こ
と
の
情
報
提

供
は
。

観
光
経
済
課
長　
雲
場
池

の
大
型
看
板
・
観
光
案
内

所
・
町
営
駐
車
場
や
民
間

駐
車
場
に
雲
場
池
周
辺
駐

車
場
マ
ッ
プ
を
設
置
。

問　
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
や

紅
葉
の
時
期
に
、
雲
場
池

通
り
を
一
方
通
行
や
通
行

止
め
に
し
て
は
。

観
光
経
済
課
長　
関
係
機

関
と
協
議
し
、
検
討
し
て

い
く
。

住
民
課
長　
で
き
る
限
り

早
い
時
間
で
骨
子
を
固
め

て
方
向
性
を
定
め
て
い
き

た
い
。

高
齢
者
や
車
い
す
の
　

高
齢
者
や
車
い
す
の
　

人
の
た
め
の
駐
車
場
は

人
の
た
め
の
駐
車
場
は

問　
高
齢
者
や
車
い
す
の

方
に
雲
場
池
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
方
策
は
。

観
光
経
済
課
長　
正
宗
白

鳥
の
歌
碑
を
雲
場
池
南
側

の
親
族
の
所
有
す
る
土
地

に
移
転
し
、
そ
こ
に
駐
輪

場
を
整
備
。
駐
輪
場
跡
に

障
が
い
者
等
の
駐
車
場
を

循
環
バ
ス
の
　
　

循
環
バ
ス
の
　
　

利
便
性
向
上
は

利
便
性
向
上
は

問　
バ
ス
運
賃
値
下
げ
で

利
用
者
が
増
え
た
の
か
。

住
民
課
長　
利
用
者
数
は

増
加
し
た
。

問　
運
転
本
数
や
乗
り
場

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
か
。

住
民
課
長　
地
域
公
共
交

通
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
く
中
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

問　
町
の
公
共
交
通
を
総

合
的
に
考
え
て
い
く
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
は
。

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て
の
町
の
見
解
と
プ
ラ

ン
は
。

住
民
課
長　
デ
マ
ン
ド
交

通
の
持
つ
特
徴
を
捉
え
、

町
に
あ
っ
た
実
施
方
法
で

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
町
内
循
環
バ
ス
と
の

接
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

住
民
課
長　
既
存
の
循
環

バ
ス
の
運
行
を
大
事
に
し
、

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

な
ど
再
編
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　
ほ
っ
と
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　
コ
ロ
ナ

禍
で
3
年
度
末
ま
で
で
4

組
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実

証
実
験
が
行
わ
れ
た
が
。

住
民
課
長　

利
用
件
数

２
３
４
０
件
、
利
用
者

４
５
１
４
人
で
満
足
さ
れ

た
方
が
多
く
、
今
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
か
っ
た
。

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

雲場池周辺駐車場マップ

デマンド交通の実証実験が
行われたが

住民課長住民課長

利用者から今後も継続してほしいとの意見が多かった
利根川 泰三

デマンド交通とは…複数の利用者が乗り合って利用するという路線バスの性質と、
予約に応じて利用者の希望する地点間を運行するというタクシーの性質を併せ
持っています。

一
般
質
問
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態
の
把
握
及
び
チ
ラ
シ
等

配
布
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
も
周
知
し
て
い
く
。

問　
絵
本
・
ポ
ス
タ
ー
掲

示
・
講
演
会
・
D
V
D
視

聴
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
取
り

入
れ
、
実
施
し
た
い
。

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
た
支
援
体
制
の
構
築

と
訪
問
型
支
援
に
よ
る
体

制
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
動
向

を
注
視
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
や
支
援
体
制

の
構
築
な
ど
検
討
。
ま
た

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

等
の
関
係
機
関
と
連
携
す

る
。
訪
問
型
支
援
は
今
後

詰
め
た
い
。

に
基
づ
き
結
果
を
踏
ま
え

調
査
す
る
。

問　
学
校
関
係
者
や
介
護

を
行
う
家
族
へ
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
使
っ
た

調
査
及
び
認
知
度
向
上
へ

の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
ア
セ

ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
等
活
用

可
能
な
ツ
ー
ル
に
よ
る
実

問　
県
教
育
委
員
会
で
は
、

県
立
高
校
に
S
O
S
の
出

し
方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
C
A
P
受
講
に
取
り

組
み
、
軽
井
沢
高
校
で
も

行
わ
れ
た
。
町
内
の
全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
C
A
P

を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う

町
で
支
援
を
行
う
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
C
�A�

P
も
人
権
教
育
の
1
つ
と

し
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
C
A
P
は
潜
在
化
し

て
い
る
子
ど
も
の
問
題
を

発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
が
認
識
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
い
じ

め
や
暴
力
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
人
権
教
育
と

し
て
、
C
A
P
も
大
事
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
子
ど
も
が
信
頼
す
る

大
人
へ
相
談
し
や
す
く
な

る
が
認
識
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
子
ど

も
は
弱
い
立
場
と
い
う
よ

う
な
観
点
も
あ
り
、
認
識

を
し
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
取
り
組
み
は

の
取
り
組
み
は

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

認
識
と
実
態
調
査
を
行
う

考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
支
援

が
必
要
で
あ
っ
て
も
表
面

化
し
に
く
い
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
県
の
実
態
調
査

ヤングケアラーとは

一 般 質 問

ヤングケアラーは私たちの周りにいます

すべての子ども達へ
CAPワークショップの受講を
こども教育課長こども教育課長

人権教育の１つとして検討していく
眞島 聡子

一口
メモ

ＣＡＰとは…Child Assault Prevention の頭文字をとったもので、子どもたち
が暴力から自分を守るための人権教育プログラムで、子どもたちの課題解決をす
る力を育みます。

一口
メモ

一
般
質
問
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住
し
て
い
る
。
通
年
と
い

う
の
で
は
な
く
、
ど
の
分

野
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う

な
方
を
招
き
進
め
た
い
。

補
と
考
え
る
。
通
年
部
活

の
概
念
を
取
り
払
い
、
夏

季
集
中
講
義
な
ど
の
取
り

組
み
も
必
要
で
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
内

に
は
多
く
の
文
化
人
が
居

管
理
体
制
の
確
保
・
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
の
責
任
の
所

在
・
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
な
ど
が
あ
る
。

問　
そ
れ
以
外
に
も
、
活

動
場
所
の
確
保
・
保
護
者

の
費
用
負
担
が
生
じ
る
と

思
う
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
活
動

場
所
の
確
保
も
含
め
、
保

護
者
負
担
は
増
え
る
と
考

え
る
。
国
の
方
針
を
踏
ま

え
、
町
で
も
保
護
者
負
担

へ
の
支
援
を
し
な
け
れ
ば

と
考
え
る
。

問　
指
導
者
の
人
材
リ
ス

ト
が
必
要
に
な
る
。
運
動

部
・
文
化
部
と
も
広
域
で

考
え
る
べ
き
で
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
広
報

で
の
募
集
・
既
存
団
体
へ

の
声
が
け
で
確
保
を
行

う
。
校
長
会
や
中
学
校
区

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
運

営
委
員
会
の
中
で
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
先
日
勉
強

会
も
行
っ
た
。

問　
文
化
部
の
指
導
者
と

し
て
夏
季
し
か
滞
在
し
て

い
な
い
別
荘
所
有
者
も
候

　
国
は
公
立
中
学
の
部
活

動
の
地
域
移
行
を
視
野
に
、

ま
ず
は
5
年
度
か
ら
3
年

間
で
運
動
部
の
休
日
活
動

を
段
階
的
に
移
行
す
る
こ

と
を
掲
げ
ま
し
た
。
以
前

よ
り
学
校
の
働
き
方
改
革

の
視
点
か
ら
部
活
動
改
革

は
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
具
体
的
な
期

間
を
示
し
ま
し
た
。

問　
部
活
の
意
義
や
課
題

を
明
確
に
し
た
上
で
、
先

行
し
て
取
り
組
む
地
域
も

あ
る
。
そ
ん
な
中
、
当
町

と
し
て
部
活
の
位
置
付
け

を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

実
施
に
向
け
必
要
に
な
る

町
の
指
針
を
い
つ
ま
で
に

作
成
す
る
つ
も
り
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
独

自
の
位
置
付
け
は
な
く
、

国
が
示
す「
教
育
の
一
環
」

と
認
識
し
て
い
る
。
指
針

は
来
年
度
か
ら
3
年
か
け

て
作
り
上
げ
る
。

問　
実
施
に
向
け
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
団
体

や
指
導
者
の
確
保
・
安
全

一 般 質 問

子どもを真ん中に道を探そう！

部活の地域移行には保護者の
費用負担が生じると思うが

こども教育課長こども教育課長
国の方針を踏まえ、町でも保護者負担への支援をしな
ければと考える寺田 和佳子

スポーツ推進課
地域人材

スポーツクラブ

学　校

バレー部 天文部 サッカー部 ○○野球クラブ○○スイミングスクール

○○テニススクール

教育委員会学　校

行政主導型 総合型スポーツクラブ型

企業・大学連携型 単一スポーツ型

生
徒

生
徒

生
徒

依頼・検討

連携・検討

依頼・検討

企業・大学 学　校

何が子どもに
とって最善？

町
教
育
委
員
会

一
般
質
問
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基
準
を
定
め
る
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
パ
ン

に
限
る
が
、
学
校
に
準
じ

減
塩
食
パ
ン
を
提
供
予
定
。

問　
調
理
工
数
が
増
え
る

等
の
場
合
に
、
委
託
料
の

補
正
を
検
討
す
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
長
期

契
約
の
た
め
、
協
議
は
す

る
が
現
状
で
考
え
て
い
る
。

算
内
で
は
物
価
高
に
よ
り

余
裕
が
な
い
と
思
う
が
、

質
的
向
上
の
予
算
確
保
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
補
正

予
算
で
の
対
応
を
考
え
る
。

問　
保
育
園
に
お
け
る
食

材
発
注
の
仕
様
や
基
準
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
国
の

基
準
に
準
じ
て
い
る
。

問　
国
よ
り
厳
し
い
独
自

我
が
国
の
基
準
は
緩
和
さ

れ
て
い
る
状
態
で
す
。

問　
元
年
9
月
時
点
で
は

外
麦
（
輸
入
）
10
％
、
昨

年
1
月
か
ら
国
内
産
小
麦

1
0
0
％
に
切
り
替
え
、

今
に
至
る
認
識
で
よ
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
そ
の

認
識
で
間
違
い
な
い
。

問　
本
年
4
月
に
県
下
で

開
始
さ
れ
た
減
塩
パ
ン
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
小
中

学
校
で
提
供
を
開
始
し
た
。

問　
軽
井
沢
産
の
減
農
薬

米
の
年
間
使
用
割
合
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
昨
年

度
実
績
は
10
割
。
小
中
計

年
約
12
・
3
ト
ン
を
使
用
。

請
願
採
択
さ
れ
た

請
願
採
択
さ
れ
た

有
機
給
食
の
実
現

有
機
給
食
の
実
現

に
向
け
て
は

に
向
け
て
は

問　
有
機
無
農
薬
米
へ
の

切
り
替
え
方
針
や
計
画
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
観
光

経
済
課
に
よ
る
慣
行
農
業

か
ら
有
機
農
業
へ
の
展
開

予
定
を
共
有
し
て
進
め
る
。

問　
学
校
給
食
無
償
化
予

　
農
水
省
の
有
機
農
業
産

地
作
り
で
は
、
市
町
村
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
町
は
次
期
長
期
振
興

計
画
に
て
、
環
境
に
優
し

い
農
業
を
目
標
に
、
有
機

J
A
S
推
進
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
の
表
明
は
。

観
光
経
済
課
長　
地
域
ぐ

る
み
で
進
め
る
べ
く
、
農

業
者
の
意
向
を
確
認
す
る
。

問　
有
機
農
業
の
支
援
は
。

観
光
経
済
課
長　
資
金
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
が
課
題
。

国
の
動
向
を
見
極
め
町
の

補
助
制
度
等
を
検
討
す
る
。

学
校
給
食
の
パ
ン
用

学
校
給
食
の
パ
ン
用

小
麦
や
米
の
質
は

小
麦
や
米
の
質
は

　
北
米
産
輸
入
小
麦
の
大

半
は
、
プ
レ
ハ
ー
ベ
ス
ト

と
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
が

施
さ
れ
ま
す
。
欧
州
で
は
、

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

一口
メモ

オーガニックビレッジ宣言を
表明すべきでは

観光経済課長観光経済課長

地域ぐるみで進めるべく、農業者の意向を確認する
赤井 信夫

プレハーベストとは…収穫前の農産物に、除草剤グリホサート等を散布すること
です。
ポストハーベストとは…収穫後の農産物に、防かび・防腐・発芽防止等の農薬を
散布することです。

一口
メモ

一口
メモ

オーガニックビレッジの取り組み例

一
般
質
問
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整
理
・
課
題
抽
出
は
整
っ

て
い
な
い
。
あ
る
程
度
整

理
す
る
に
は
今
年
度
い
っ

ぱ
い
か
か
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問　
2
回
目
の
実
験
で
は

前
回
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で

あ
っ
た
予
約
や
支
払
い
に

変
化
を
も
た
せ
ら
れ
な
い

か
。
自
動
車
を
ふ
だ
ん
運

転
し
な
い
方
々
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
不

得
手
な
方
が
多
い
。

住
民
課
長　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
弱
者
が
不
便
を
感
じ

な
い
よ
う
な
要
望
は
し
た

い
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

あ
る
町
民
の
公
共
交
通
に

対
す
る
不
満
を
町
が
軽

視
し
て
い
る
感
が
あ
る

が
、
少
数
で
も
交
通
弱
者

の
切
り
捨
て
は
い
け
な
い
。

困
っ
て
い
る
方
の
現
状
認

識
は
。

住
民
課
長　
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

子
ど
も
・
高
齢
者
・
観
光

客
が
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
な
り
を
鋭
意
努
力
し

た
い
。

問　
問
題
の
洗
い
出
し
は

い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
。

住
民
課
長　
現
状
、
来
年

度
の
実
施
計
画
に
向
け
た

　
本
年
1
月
15
日
か
ら
3

月
31
日
に
J
R
東
日
本
並

び
に
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
を
主
体
と
し
て
デ
マ

ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
長
野

県
民
の
利
用
は
約
15
％
。

予
約
・
運
賃
（
町
内
は
距

離
を
問
わ
ず
一
律
3
0
0

円
）
の
支
払
い
は
事
前
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
行
う

も
の
で
し
た
。

問 

先
の
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
実
験
に
つ
い
て
、

将
来
本
サ
ー
ビ
ス
に
移
行

す
る
等
の
意
向
を
聞
い
て

い
る
か
。

住
民
課
長　
本
年
秋
に
2

回
目
の
実
験
が
行
わ
れ
る
。

結
果
に
よ
っ
て
は
本
稼
働

に
向
け
た
動
き
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
町

民
の
交
通
弱
者
対
策
に
資

す
る
よ
う
町
は
関
与
す
る

意
向
は
あ
る
か
。

住
民
課
長　
必
要
に
応
じ

何
ら
か
の
協
力
や
支
援
を

考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

交通弱者切り捨てはいけない
困っている方の現状認識は

住民課長住民課長
さまざまな課題を整理している。子ども・高齢者・観光客
が利用しやすい公共交通なりを鋭意努力したい福本 修

町民が軽井沢町を住みにくいと思う点

一口
メモ

一口
メモ

デマンド交通とは…" デマンド " とは " 要求 " の意味です。路線バスのように決まっ
た時間に停留所を循環するのではなく、利用者の予約に応じて希望する時間と場
所から送迎する交通手段です。

半数以上が公共交通の不便さを訴えている

出典　第６次軽井沢町
長期振興計画策定に係
る 町民等意向調査

（アンケート） 結果

一
般
質
問
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で
月
1
回
就
農
相
談
会
を

開
き
、
軽
井
沢
町
か
ら
も

希
望
者
が
い
く
が
、
就
農

は
町
外
だ
。
町
で
新
規
就

農
の
相
談
・
連
絡
体
制
は

ど
う
か
。

観
光
経
済
課
長　
町
に
も

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
が
、
あ
ま
り

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

者
施
設
の
設
置
地
域
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

の
追
加
を
協
議
し
た
い
。

町
内
へ
野
菜
を
供
給

町
内
へ
野
菜
を
供
給

す
る
農
家
育
成
の

す
る
農
家
育
成
の

体
制
は

体
制
は

問　
当
町
の
飲
食
店
に
町

内
産
の
野
菜
を
配
送
す
る

取
り
組
み
が
始
ま
る
。
当

町
の
魅
力
が
増
す
が
、
作

り
手
が
必
要
だ
。
佐
久
市

で
は
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

（
サ
高
住
）
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な
る

と
考
え
る
。

問　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は

月
15
万
円
か
ら
20
万
円
か

か
る
。
高
齢
者
世
帯
の
年

収
は
2
0
0
万
円
以
下
が

4
割
、
国
民
年
金
は
月

5
万
円
、
厚
生
年
金
で
も

女
性
は
月
10
万
円
程
度
で

あ
る
。
低
廉
な
施
設
を
含

め
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　
有
料
老

人
ホ
ー
ム
は
追
分
に
1
カ

所
、
サ
高
住
は
三
ツ
石
に

1
カ
所
あ
り
7
月
に
は
追

分
に
サ
高
住
が
開
設
さ
れ

る
。
施
設
で
は
介
護
保
険

料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　
今
後
の
町
介
護
保
険

事
業
計
画
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
在
宅
希
望
や

高
齢
者
施
設
の
設
置
地
域

な
ど
を
聞
く
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
事
業
計

画
の
策
定
に
向
け
、
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
で
、
在
宅
で
の
看
護
・

介
護
の
希
望
割
合
や
高
齢

問　
2
0
2
5
年
に
は
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
な
ど
高
齢
者
の
介
護

や
看
護
要
求
は
増
え
る
。

在
宅
と
施
設
対
応
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
だ
が
、
施
設

面
で
は
料
金
が
比
較
的
安

い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
希
望
が
多
い
が
。

保
健
福
祉
課
長　
特
養
ホ

ー
ム
は
、
複
数
申
し
込
み

が
可
能
な
の
で
実
態
が
つ

か
め
な
い
。
特
養
以
外
の

施
設
に
入
所
し
、
辞
退
す

る
場
合
も
あ
る
。
実
際
は

数
か
月
の
待
機
だ
。
一
時

的
な
増
加
者
分
は
、
サ
ー

一 般 質 問

採れたて軽井沢産野菜の配送が
始まります

特別養護老人ホームの希望が増えています

在宅希望や高齢者施設の
設置地域などを聞く考えは

保健福祉課長保健福祉課長
在宅・施設希望や設置地域など、アンケート内容の
追加を協議したい 中澤 睦夫

一
般
質
問
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等
に
要
す
る
経
費

②
団
体
等
が
開
催
す
る
意

見
交
換
会
等
各
種
会
議

へ
の
会
派
や
議
員
の
参

加
に
要
す
る
経
費

資
料
作
成
費
（
★
）

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
に
必
要
な
資
料
を
作

成
す
る
た
め
に
要
す
る

経
費

資
料
購
入
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
た
め
に
必
要
な
図

書
・
資
料
等
の
購
入
や

利
用
等
に
要
す
る
経
費

事
務
所
費
（
★
）

●
事
務
所
の
設
置
及
び
管

理
に
要
す
る
経
費

事
務
費

●
活
動
に
係
わ
る
事
務
の

遂
行
に
要
す
る
経
費

人
件
費
（
★
）

●
活
動
を
補
助
す
る
職
員

を
雇
用
す
る
経
費

調
査
研
究
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
町

の
事
務
・
地
方
行
財
政

等
に
関
す
る
調
査
研
究

（
視
察
を
含
む
）
及
び

調
査
委
託
に
要
す
る
経

費
研
修
費

①
会
派
や
議
員
が
行
う
研

修
会
・
講
演
会
等
の
実

施（
共
同
開
催
を
含
む
）

に
要
す
る
経
費

②
団
体
等
が
開
催
す
る
研

修
会
（
視
察
を
含
む
）

講
演
会
等
へ
の
会
派
や

議
員
及
び
会
派
や
議
員

が
雇
用
す
る
職
員
の
参

加
に
要
す
る
経
費

広
報
・
広
聴
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
活

動
の
広
報
・
広
聴
活
動

に
要
す
る
経
費

要
請
陳
情
等
活
動
費

●
会
派
や
議
員
が
行
う
要

請
陳
情
活
動
・
住
民
相

談
等
の
活
動
に
要
す
る

経
費

会
議
費

①
会
派
や
議
員
が
行
う
各

種
会
議
・
住
民
相
談
会

全議員全議員のの政務活動費政務活動費公開します！公開します！

　令和 3年 4月から令和 4年 3月までの政務活動費として、議員 1人につき月額 8,300 円×
12ヶ月で、99,600 円が交付されました。
　（詳細は、軽井沢町議会ホームページをご覧になるか、議会事務局までお問い合わせ下さい。）

★
資
料
作
成
費
・

事
務
所
費
・
人
件

費
は
令
和
３
年
度

該
当
な
し

●議員に交付する政務活動費の説明

●令和 3 年度 政務活動費
交付額を超過した政務活動費は、会派・議員が自己負担しています。　（単位：円）

会派・議員名
収入(交付額) 支　出

返金額政務
活動費

調査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費 会議費 資料

購入費 事務費 支出合計

公明党(2名） 199,200 58,836 58,836 140,364
日本共産党（1名） 99,600 76,794 1,220 78,014 21,586
立憲民主党（1名） 請求なし
会派「考」（3名）（※令和
3年6月から令和4年3月） 249,000 107,461 107,461 141,539

福本　　修 99,600 87,121 12,724 99,845 0
赤井　信夫 99,600 1,000 1,949 83,823 13,335 100,107 0
寺田和佳子 99,600 25,360 2,300 43,683 1,430 27,347 100,120 0
押金　洋仁 99,600 200 6,270 23,018 29,488 70,112
利根川泰三 99,600 30,882 30,882 68,718
遠山　隆雄 99,600 36,007 36,007 63,593
横須賀桃子 99,600 44,590 58,140 102,730 0
土屋　好生 99,600 8,400 8,400 91,200
佐藤　幹夫（※〜5月） 16,600 0 16,600
市村　　守（※〜5月） 16,600 1,860 1,860 14,740
佐藤　敏明（※〜5月） 16,600 10,789 10,789 5,811
※年度途中で会派を結成した場合、結成月の翌月から年度末までの政務活動費を交付します。

令和３年度政務
活動費収支報告書

政
務
活
動
費
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10〜20代	 2名
30〜40代	 2名
50〜60代	 3名
70〜80代	 3名

モニター年令構成

　このたび「議会だより」モニター
を務めさせていただくことになり

ました。追分に住む在賀良助と申します。
　軽井沢の景観の良さ、人々の優しさ、
住みやすさに魅せられています。
　とはいえ、町も多くの課題を抱えているよ
うなので、それらについて議会での議論がど
うなされているか、議会だよりを通じて町の
皆様に伝わるように、微力を尽くさせていた
だきたいと思っています。 

　軽井沢に移住して10年を迎
えました。町政に関心を持った

のは新型コロナウイルス対策の町の対
応に対する不信感からでした。
　この一年間、町議会・各委員会の傍聴
を続けて参りましたが、町政への不信
感は募るばかりです。今回モニターに
参画することで、この町の抱える問題
をわかりやすく情報公開し、解決に向
け一歩でも前へ進めるように努めたい
と思います。

　私は「オーガニック給食を考える会」
の活動を通し、議会に興味を持ちました。

　この町で過ごす暮らしの中で、思ったことを伝
えられる場が議会なんだと改めて感じました。
　私は、自分のことだけでなく、議会に集まるさ
まざまな立場の人の声をもっと知りたいと感じ
ています。それがモニターに応募した理由です。

　議会だよりモニターをバトンタッチしませんかと知人から
声がかかり、今回お受けすることにしました。

　議会だよりは毎号読んでおり、一般質問は、町にある問題や多くの課題
を議員の方々が質問、そして役場の答弁が傍聴できるので興味がありま
す。134号の議会だよりでは高校生のモニターの的確で前向きな投稿を
読み、この若い未来のある力をできる限り応援したいと考えています。

　軽井沢には4年前、仕事で来
訪する際に連れてきた息子が

「空気が最高に気持ちいい！オレ、ここで暮
らすわ」と宣言したことから移住を決意し、
昨年1月に越して参りました。
　長野県や軽井沢町はご縁のある土地でし
たが、改めて息子のふるさととなるこの町
に、私もぐっと関わりたいと思い、地域活動
の一環としてモニターを希望しました。

在
あり

賀
が

 良
りょう

助
すけ

さん
市
いち

原
はら

 博
ひろ

雄
お

さん

津
つ

田
だ

 尚
しょう

子
こ

さん

山
やま

本
もと

 和
かず

美
み

さん

小
こい

出
で

 恵
めぐみ

さん

　「町民の視点を紙面づくりに取り入れたい」という思いから始めた議会だよりモニターも 6年
目に突入しました。最近は紙面への改善要望だけでなく、町の政策へのご意見を積極的にいただ
くようにしております。そのような中、昨年から継続してくださるモニター５人に加え、今回よ
り新しく５人の方が応援してくださいます。町の取り組みや議会に関心を寄せてくださる新任の
方々から熱いメッセージをいただきましたので紹介します。

今年度

7/1

　

6/30
2022 2023

軽井沢町議会だより 新モニターさん紹介新モニターさん紹介

モ
ニ
タ
ー
紹
介
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議会Q&A議会Q&A 議会ってどんなところ？議会ってどんなところ？
わかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーは議会の基本的なしくみを
やさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

議会だよりモニターとは？議会だよりモニターとは？

議会ってどんなところ？議会ってどんなところ？

軽井沢町議会の

議
会
だ
よ
り
1
3
3
号
裏
表
紙

広聴の方法としてオンライン会議を
開催することは大歓迎なので
もっと頻繁に活用しては？

❶毎号の議会だより
についてご意見

❷年１回広報委員と
の懇談会に出席

モニターの役割は２つ

モニター制度
導入の目的

例…表紙写真の募集
について良いアイデ
アがあれば、お聞かせ
ください。

目次のページがあったらいいナ！
（2ページ参照）

各ページに
インデックスがあったら
探しやすいナ

カタカナ語をなるべく
日本語にしてほしい！
（一口メモなどで対応）

あなたの
写真で

議会だよ
りの表紙

を

飾ってみ
ませんか

議会だよりに掲
載する写真を

募集します！

令和４年１月2
5日　第133号

18

議

　
　長 

土
屋

　好
生

委
員
長 

寺
田
和
佳
子

副
委
員
長 

利
根
川
泰
三

委

　
　員 

眞
島

　聡
子

 

福
本

　
　修

 

赤
井

　信
夫

 

押
金

　洋
仁

 

川
島
さ
ゆ
り

 

佐
藤

　敏
明

「第 132号　
議会だより軽井

沢」の内容訂正
について

　４ページ「各
会計の決算状況

」の表中、「企
業会計（収益的

収支：税抜）」
と記載がありま

すが、正しくは

「企業会計（収
益的収支：税込

）」です。掲載内
容に誤りがあり

ましたことをお
詫び申し上げ、

訂正いたします
。

～風景や街角ス
ナップ、生き物

など

ジャンルは問い
ません～

132

令和3
年

議会だ
より

議会だ
より

議会だ
より

7・97・9

検索

軽井沢
町議会

131
令和3年

議会だより
議会だより
議会だより 5・65・6

検索

軽井沢町議会

　詳しくは議会
事務局まで　☎

0267-45-8910

デジタルデータ
（複数応募可）

軽井沢町内で撮
影した未発表作

品に限ります

（人物や著作物
の場合は掲載許

可が必要です）

●著作権・二次
利用許諾要件等

を遵守してくだ
さい

●ご応募いただ
くデータは記録

媒体で提出願い
ます

●採用した場合
、お名前の掲載

をお願いするこ
とがあります

●委員会の報告
がわかりづらか

ったです。

●信大・東大連
携協定で行政が

依頼して

いる内容がわか
りませんでした

。

●政策が執行さ
れる際のスケジ

ュールが

知りたいです。

３月会議で取り
扱う請願・陳情

の提出期限は、
２月７日（月）

です。

同日以降に提出
された請願・陳

情については、
翌定例月会議で

の取り扱いと

なりますので、
あらかじめご了

承ください。

再生紙を使用し
ています。

植物油インキを
使用しています

。

編
集
後
記

「請願・陳情」の
お知らせ

発行／令和４年
１月 25日

　　　軽井沢町
議会

　　　長野県北
佐久郡軽井沢町

　　　〒389－
0192

　　　☎ 0267（
45）8910

電子メール／
gikai@town.ka

ruizawa.nagan
o.jp

編集／広報広聴
常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームペ

ージ

印刷／中澤印刷
株式会社

　　　☎ 0268
-22-0126

　昨
年
は「
議
会
だ
よ
り
」を
ご
愛

読
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　12
月
会
議
で
は
、住
民
の
皆
様

か
ら
多
く
の
請
願・
陳
情
を
い
た

だ
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。今

号
で
は
、そ
の
審
議
過
程
や
結
果

を
可
能
な
限
り
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
意
見・
ご
要
望
を
議
会

に
提
出
で
き
る
１
つ
の
形
と
し
て

広
く
ご
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　本
年
も
皆
様
に
分
か
り
や
す
い

編
集
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
川
島
さ
ゆ
り
）

テーマ  　トー
クde

対面とオ
ンライン

の

２way ミ
ーティン

グ

　昨年はオンラ
インのみで開催

した懇談会です
が、

今年は対面5名
・オンライン3

名の8名に参加
をい

ただきました。
昨年からのモニ

ターに加え6名
の

新しいモニター
には高校生を含

む若い方もいら
っ

しゃり、まちづ
くりに関心を持

つ方を増やすと
い

う議会の役割を
改めて実感しま

した。

いただいた
ご意見

議会だよりモニ
ターとの懇談会

令和３年11月22
日（月）

アンケートでは
こんなことを
お聴きしています

今までも
こんな声をいただき
改善してきました

飯綱町議会ではさまざまな意見や提案をお聞きするため
「政策モニター」を設置しています

他の議会には
どんなモニター制度がある

？

住民の関心が高いテーマを「議会だより」に取り上げ
もっと広報誌を読んでもらう努力が必要では？

読者と議会の距離
を縮めるため、モ
ニターの声を紙面
づくりに反映し、
双方向の対話型広
報となることを目
指しています。

一方通行型広報 から へ対話型広報

情報発信

情報発信

議 

会
議 

会
読 

者

モ
ニ
タ
ー（
読
者
の
目
線
）

理解・関心

反応に応える

情報発信

感想・要望

議
会
Q
&
A
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議　
　
長�

土
屋　
好
生

委
員
長�

寺
田
和
佳
子

副
委
員
長�

利
根
川
泰
三

委　
　
員�

眞
島　
聡
子

�

福
本　
　
修

�

赤
井　
信
夫

�

押
金　
洋
仁

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤　
敏
明

詳しくは議会事務局まで
☎0267-45-8910

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り

10月11日㈫

10月11日㈫

10月12日㈬

午後１時30分から３時30分

午後６時30分から８時30分

午後６時30分から８時30分

自然環境について

今後の観光のあり方について

自然環境について

▲

軽井沢町役場
　2階会議室

▲

矢ケ崎公園管理棟

▲

追分公民館

メイン
テーマ 暮らしと環境

サブテーマ

サブテーマ

サブテーマ

９月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、８月８日（月）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いとなり
ますので、あらかじめご了承ください。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

「請願・陳情」の「請願・陳情」の
お知らせお知らせ
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　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

　
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
が
存

在
し
ま
す
。聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

見
た
目
で
は
障
が
い
が
気
付
か
れ
に

く
く
、さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
を
受
け
る
こ

と
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。一
方
、欧
州

で
は
手
話
は
市
民
権
を
得
て
お
り
、ご

く
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　
今
回
、手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
求

め
る
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
国
際
親
善
文
化
観
光

都
市
の
当
町
と
し
て
も
、喜
ば
し
い
限

り
で
す
。

　
世
界
を
見
渡
す
と
分
断
が
激
し
さ

を
増
す
中
、幸
福
の
追
求
は
対
話
な
く

し
て
は
あ
り
得
な
い
と
、誰
も
が
改

め
て
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
、

出
来
る
こ
と
を
町
民・住
民
が
一
体
と

な
り
、そ
の
対
話
の
一
助
と
な
る
。そ

う
し
た
広
報
づ
く
り
を
心
が
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
赤
井 

信
夫
）

　
１
年
間
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
懇
談
会
で
の
意
見
発
表
の
時

間
が
1
時
間
と
短
く
て
残
念
で
し
た
が
、（
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
）
直
接
議
会
に
対
し
て
話
が

出
来
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
時
に
若
い
方
々
が
し
っ
か
り
と
し
た

考
え
方
を
し
て
い
る
の
に
触
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
若
者
た
ち
が
多
い
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
今
選
挙
の
投
票
に
行
か
な
い
人
が
大

変
多
く
投
票
率
が
年
々
下
が
っ
て
い
る
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
政
治
に
関

心
が
薄
れ
て
い
る
の
か
、
政
治
に
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
か
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
方
を
し

て
い
る
若
者
が
い
る
こ
と
が
今
回
の
モ
ニ

タ
ー
に
参
加
し
て
わ
か
っ
た
の
で
す
。
軽
井

沢
町
当
局
も
こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
、
若
い

世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
方
法
を
考
え
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
高
等
学
校
や
中
学

校
に
提
案
し
て
何
か
町
に
、
あ
る
い
は
中
央

政
府
に
対
し
て
生
徒
さ
ん
に
考
え
を
述
べ
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
る
の
で
す
。
希
望
す
る

若
者
は
必
ず
居
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

方
法
を
我
々
が
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
時
に
議
会
の
皆
さ
ん
は
我
々
町
民
の
代
表

に
選
ば
れ
た
方
々
で
す
か
ら
良
い
知
恵
を
出

し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
に
は
こ
の

議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
に
若
い
世
代
を

も
っ
と
増
や
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
内
藤 

二
郎

（
原
文
マ
マ
）

「議会とまちづくりを語る会」のおしらせ

オンラインと対面で開催します！

※新型コロナウイルスの感染状況等により変更・中止となる場合があります。


